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　これから雪の季節です。中標津町では市街地と郊外地の天候が異なることがあり、雪が降ってい
ない、警報等が発表されていない状況でも、視界不良や吹きだまりが発生することがあります。
　気象情報、道路情報を確認し、自分の身を守る対策を行いましょう。

● 停電に備えて懐中電灯、携帯ラジオ、ポータブルストーブなどを備蓄しましょう。
● 灯油・ガソリンなどの燃料を十分確保し、不足しないよう注意しましょう。
● ＦＦ式ストーブやボイラーの吸排気口が雪にふさがれ不完全燃焼を起こすことがあります。雪が降った時には吸
排気口を確認し、雪で覆われていれば周り（50㎝ほど）を除雪しましょう。

● 悪天候が予想される場合には不要な外出は避け、職場やイベント等でも早めの帰宅を促す、または、早めの中止・
延期を判断しましょう。

● 注意報や警報は天候が悪化する数時間前に発表されるため、発表時点で気象異変がなくても、それ以後悪化する
ことを考え対応しましょう。

● 外出先で視界が悪く、通行が困難になった場合は、無理に帰宅しようとせず、安全な場所にとどまりましょう。
● 車が立ち往生し、周囲に避難できる建物が確認できない（距離が離れている・視界が悪い）場合は、無理に外
には出ず、車内で助けを待ちましょう。その際、停車中の車両の周りは吹き溜まりが発生しやすいことに注意し、
エンジンを停止させましょう。

● エンジンをかけたままマフラー付近が雪で覆われると、一酸化炭素中毒になる危険があります。窓を開けていて
も風向きや開度によってはより危険が高まることがあるため注意しましょう。

防災ワンポイント 暴 風 雪 対 策第９回

じゃがいもずきん
「ききぼう」くん

　通行止めとなっていなくても、すでに視界不良や通行が困難なほどの吹き溜まりが発生していることが
あります。付近で通行止めが発生した場合は、「他の路線も視界が悪く、危険かもしれない」ということ
を考え、外出を控えることも必要です。

●北海道地区道路情報（北海道開発局）･･･国道や道道の通行止め情報を確認できます
　　（ＰＣサイト）
　　（携帯サイト）
●北の道ナビ吹雪の視界情報（寒地土木研究所提供）………12月１日から提供開始予定。
　　吹雪による現在の視界や、24時間後までの予測情報をお知らせ。一般町民からの吹雪情報投稿も可能。
　　（ＰＣサイト）
　　（携帯サイト）

●電話応答サービス（日本道路交通情報センター）…………電話で道路情報を確認できます
　　（電話番号）全国共通ダイヤル　　０５０－３３６９－６６６６
　　（携帯電話・PHS専用）携帯短縮ダイヤル　#8011　（最寄のセンターに繋がります）

●ポ　イ　ン　ト●

車 内 備 蓄 常時携行品

冬道運転の必需品～立ち往生に備えて用意しておく物品

車で出かけるときに積んでおく物品 外出する時に常に持ち歩く物品

・スコップ
・長靴
・防寒具（毛布、非常用アルミシート）
・上着、手袋
・懐中電灯
・地図
・牽引ロープ
・携帯トイレ用品

・携帯電話
・携帯電話充電器（乾電池・充電池タイプ）
・使い捨てカイロ
・携帯食料（飴などのお菓子）
・飲料水
・携帯ラジオ
・連絡先メモ

インターネット

電　　話

覚えておこう！　道路の情報入手方法
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詳しくは、総務課 防災係まで。

緊急時には様々な方法で情報発信します

　災害放送協定により
緊急割込装置を使用し
て、ＦＭはな（周波数
87.0MHz）に割込放
送を行います。

　登録制のメール配信サー
ビスです。登録は、

に空
メールを送信するだけです。

　ホームページ左のバ
ナーから入れます。
　緊急情報の拡散にご
協力ください。

中標津町ホームページURL

　携帯各社のエリアメー
ル・緊急速報メールを利
用して情報発信します。
　発信できる情報に制限があるた
め、非常時のみの発信となります。
※機種によっては非対応

　広報車で巡回し、情報
の発信を行います。

中標津町では、様々な方法で情報発信をしています。
緊急時にはこれらを活用して、各種情報を広くお知らせします。

○北海道防災情報システム 
　北海道では　災害に関連する情報を提供しています。
　また、お持ちの携帯電話へ災害関連情報（避難情報や気
象情報、地震情報など）をメール送信します。 
　　●携帯電話　  
　　●パソコン　

　中標津消防署では、火災の情報を次の
とおり発信しています。
●携帯サイト

（防災情報→火災と救助情報）
●テレホンサービス　 ７２－１１４４

ＦＭはな

広 報 車

エリアメール

ホームページ

緊急情報メール
（キキボウ）

ツイッター
フェイスブック

●中標津町以外のメール配信サービス●●火 災 の 情 報●

　冬となり、吹雪等による情報発信が増えることも予想されますので、緊急情報メールなど未登録の方は是
非登録いただき、情報の収集ができるよう準備してください。

○ 10月16日に接近した台風26号では、大雨・暴風警報、洪水注意報等が発令され、雨・
風による被害が想定されたため、次の手法で各種情報を発信し注意を促しました。

　　●緊急情報メール（キキボウ）の送信　
　　●ＦＭはなへの放送依頼
　　●フェイスブック・ツイッターへの投稿


